
編集後記

9 月上旬にはたと、「あれ？まだ編集後記書いてないよね」と思い至った。早速出版社に聞いてみると確か

に受け取っていないという。従来は 8 月末には既に書き終わっているのが常だったので、自分にとっては非

常に稀有なことである。ただ思い当たるふしはある。今巻より「エディトリアル」という項を設けた。ネッ

トで調べると、「社説」という訳が出てくるが医学雑誌では「巻頭辞」という訳が出てくる。当誌においては

もう少しくだけた感じなので「編集室から」くらいのニュアンスであろうか。それで、編集長は言いたいこ

とがあればここで言えてしまえるようになり、言いたいことを本の出版月まで待っておく必要がなくなって

しまったのである。しかし編集後記を削除するわけにもいかず、9 月の第 3 週に急遽この稿を書き始めた。完

成したのは 9 月 15 日で、第 3 号は 10 月 1 日発行なので、約 2 週間で製本に至ったことになる。改めて本誌

の速報性を認識した次第である。

実は編集後記と一緒に第 3 号のレターも届けた。当院の急性期脳梗塞の診療手順を改訂することが 9 月上

旬に急遽決まって、次号に載せると製本版は 2023 年発行になってしまうため、本年の製本に間に合わせるべ

く 9 月 13 日に脱稿した。ただこれは、編集長以外でも誰でもできることである。レターは新聞の投書みたい

なものなので、査読もなく、校正も誤字脱字のチェックくらいである。製本版だから 2 週間前だったが、web

版であれば、たぶん 1 週間前でもなんとか間に合う。このレターの項は読者の皆さんにも大いに活用してい

ただきたいと、今回の経験で改めて認識した。

本巻では、最終的に 23 編の論文を収載できた。第 1 号が 8 編、第 2 号が 5 編だったのでどうなることかと

思ったが第 3 号で 10 編積み重なり、これまでの最多収載数となった。内容も共にエディトリアルをつけた特

集や寄稿など多岐にわたることができた。本誌が読み物として面白いものになってきたと思うのは、私の親

馬鹿的贔屓目だけだろうか。

（江面正幸）
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